
 

 

「それぞれ賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵

みの良い管理者として、その賜物を活かして互いに仕えなさ

い。」（ペテロⅠ4-10）タレントを生かして社会の必要に応え

ましょう。   クリスチャニティ－委員長 福永君二（米子） 

 

ワイズメンズクラブ国際協会は、創設 100年となりました。「先

人に思いをはせるとともに、新たなヒストリーを築いていきま

しょう。」        ヒストリアン  濱田勉（奈良） 
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THE  SERVICE  CLUB  OF  THE  YMCA 


s Men’s

AFFILIATED  WITH  THE  INTERNATIONAL  ASSOCIATION  OF  Y’S  MEN’S  CLUB 

CHARTERED  JULY  9, 1947 

c/o KANAZAWA YMCA 44-1-201 SATOMI-CHO KANAZAWA 920-0998  JAPAN 

11.月 クラブ活動状況 

第 １ 例会(11月 17日 Thu.) 

 メ  ン：伊藤、数澤、幸正、山内、吉川  （5名） 

出 席 率：63％    

メネット：伊藤、数澤           （2名） 

ゲ ス ト：北村さん、北村君、広瀬さん  （3名） 

第2例会(11月 24日 Thu.） 

メ  ン：伊藤、数澤、幸正、山内    （4名） 

 メネット：伊藤、数澤            （2名） 

ニコニコタイム          ６，０００ 円  

 クラブファンド     累計 ４０，３００ 円 

ＢＦポイント 

 切手   １５０ｇ      累計   ５００ｇ 

 現金     ０円      累計     ０円 

 

   

 

    

 

12月例会 プログラム  

と き  2022年 12月 15日（Thu.）18:30～20:30 

ところ  KKRホテル金沢 

会 費    \4,000(会員は無料)  \3,000円(ﾒﾈｯﾄ) 

  司会 山内ミハルさん  

開 会 ・ 点 鐘        幸 正 一 誠 会 長  

主 題        司 会 者 

ワ イ ズ ソ ン グ        一 同 

ゲ ス ト 紹 介                 幸 正 一 誠 会 長 

讃 美 の と き          数 澤 輝 夫 君 

 別紙プログラム参照  

ﾊｯﾋﾟｰﾊﾞｰｽﾃﾞｲ         幸 正 一 誠 会 長 

ニコニコタイム        伊 藤 仁 信 君   

委 員 会 報 告        各 担 当 

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ の 歌        一 同  

閉 会 ・ 点 鐘        幸 正 一 誠 会 長 

                 

  

 

   

１２ 月間強調 2022   CE  H 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

会  長 幸正 一誠  中部部長 山内ミハル   

直前会長 山内ミハル  中部書記 荒川 恭次 

副 会 長 西  信之      （名古屋グランパス） 

書  記 南  唯乃  中部会計 伊藤 仁信 

ﾒﾈｯﾄ会長 数澤 淑子  事務局長 数澤 輝夫   

ﾒﾈｯﾄ会長 数澤 淑子      

   

第一例会：毎月第三木曜日 18:30～20:30 

KKRホテル金沢   金沢市大手町 2-32  

Tel (076-264-3261） 

第二例会：毎月第四木曜日 17:30～20:00     

金沢ﾆｭｰｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 2F （蔵） Tel (076-233-1311) 

 

 

国 際 会 長 主 題  「フェローシップとインパクトで次の 100年へ」   

アジア地域会長主題 「新しい時代とともに、エレガントに変化を」  

西日本区理事主題  「原点を知り将来に生かす！」 

中 部 部 長 主 題 「明るく 清く 美しく ―よき隣人として（Befriending）―」  

金沢クラブ会長主題 「一人はみんなのために、みんなは一人のために」“One for All, All for One” 

 

  

[「One for all、All for One」                                                                         

 

 

 

12月強調月間 
 

神から遣わされた一人の人がいた。その名はヨハネ

である。彼は証しをするために来た。光について証し

をするため、また、すべての人が彼によって信じるよ

うになるためである。彼は光ではなく、光について証

しをするために来た。その光は、まことの光で、世に

来てすべての人を照らすのである。 

ヨハネによる福音書 1章 6節～9節 

今月の聖句（井ノ川牧師） 

） 

） 

）） 



 

 近頃思うこと 

                         山内ミハル 

先月 11月 15日に世界の人口が 80億人になったと

発表され、日本でもその日に誕生した赤ちゃんに、80

億人目のカードが送られたようです。70 億人になっ

たのが 12 年前でしたから、12 年間で 10 億人もの増

加となったわけです。 

農業革命や産業革命によって生産性が向上し、医療

技術や保険衛生も発達したことにより、世界の人口が

急激に増加しました。 特に人口が増加したところは

インド、エジプト、エチオピア、フィリピンの他、サ

ハラ以南のアフリカの人口は 2050 年までに倍増する

と考えられています。これまでの出生数と死者数が共

に多い「多産多死」の傾向が、近年は死者数が減って

「多産少死」に移行し、人口の増加をみました。保健

医療の向上による乳幼児の死亡減と平均寿命の延び

が背景にあります。これらの途上国では食料や水、エ

ネルギー、住宅といった生活に欠かせない資源の不足

を招いています。世界の人口は途上国を中心に今後も

増え続ける一方、主要先進国では出生数が減り、少子

高齢化に直面しています。 

身近なところで金沢市に目を向けてみると、少子化

の為小学校の統廃合が進んでいます。各町にあった小

学校が子どもたちの数が減り、2～3 校を 1 校に統合

されたため、子どもたちの中には遠くまでの通学を余

儀なくされています。県内の高校でも廃校にしたり、

募集人数を減らしたりしています。 

また、中高生の中には兄弟姉妹が減り、協力できず

家事や家族の世話などを日常的に行っているヤング

ケアラーの実態も浮き彫りになっています。 

第二次世界大戦後しばらくは、人生 50年といわれ

ていました。それからわずか半世紀の間に、100歳時

代といわれるようになりました。しかし、寝たきりに

なったり、認知症の状態で長生きしたいとはだれも思

わないでしょう。私自身もこの歳まで元気に生きられ

るとは思ってもいませんでした。今は元気ですが、明

日はどうなるかわかりません。 

人口の多くを占めるようになった我々高齢者は、召

されるまでの残りの人生を、若い人たちに迷惑をかけ

ないよう生きていきたいと願っているのですが……。 

 

       

   

 

【11月例会報告】 

11月 17日(木)、KKRホテル金沢に於いて 11月例会

が開催されました。講師に花道グループ「自遊花人」を

設立された廣瀬美紀子氏をお迎えして、これまでの人生

の歩みを振り返り、「時に応じて」と題して、熱く語って頂

きました。その要旨を次のようにまとめて頂きました。 

                      （担当 数澤 輝夫） 

私は今年６月、満８０歳となりました。今日こうして皆様

の前で語る様な人生を歩んできたわけではありませんが、

３０代の頃、主人の転勤先で長女の幼稚園が羽咋教会

の幼稚園であった事が御縁で、今日まで若草教会につ

ながっております。その後、５０年の人生の歩みの中で

経験した事は数え切れませんが、思えば全て神様が私

に与えて下さった美しい時であったと思われます。羽咋

の町での教会との出会い、私の花の教室での多くの人と

の出会い、金沢に帰ってから若草教会での信仰の交わ

り、主人、私の母、子供達の信仰の証し等、神様は素晴

らしい時を私にお与え下さいました。そんな中、どうして

も流派の家元制度について行けず免許を家元に返上し、

新しく「自遊花人」と云う花道のグループを設立し今日に

至っています。私のどこに、この様な行動に出る勇気が

あったのか？押し出されるままに前進する自分が有りま

した。 

 

 

次に、私の道が示されたのは、新しく私の教室に来た小

学生のお嬢さんとの出会いでした。彼女は不登校でした。

父親が英国人で元英国航空のパイロット、母親が日本人

で元英国航空のスチュワーデスという家庭の子供で、そ

の美しさ故に、やっかみからいじめに会っていたようで

す。やがて一家はニュージーランドに移り住み日本の不

登校の子供たちのお世話をし、立ち直る為の仕事を始

めました。彼女の母親から日本の文化をニュージーラン

ドに紹介したいとの話があり、生花で交流する事となりま

した。その後、日本とニュージーランドとの文化交流の為

の仕事を私が背負う事になったのです。しかし私にはそ

んな力はありません。金沢市、石川県と色々交渉し何と



 

  

  該当者はありません 

かその仕事をこなす事が出来たのですが、その後「日

本・ニュージーランド文化交流会」と称した民間の国際交

流団体が設立されニュージーランドとの交流を続けて今

日に至っています。本当に色々な方にお世話になりまし

た。毎日が祈る日々でした。責任の重さに涙した事があ

ります。思わぬ悲しい中傷も妬みも有りました。でも神様

はこの事業を私から取り去られる事無く会は今も続いて

おります。その幾つかの交流の中には金沢市内でニュ

ージーランドの花道家によるストリートフラワー展、マオリ

の高校生と北陸学院高校との交流、マオリのパフォーマ

ンス等。叉日本文化の紹介では、生花や和紙や水引等

を紹介しました。特に水引については神様の導きを感じ

ます。この事業に参加した娘は,現地の人々が水引に興

味を示す姿に感動し帰国後、水引を結び続け生涯の仕

事としています。 

神様は時に応じて私達に道を開いて下さいます。誠に

感謝な毎日であります。 

 

《第二例会の報告》 

日  時 11月 24日（木）18：00～20：00 

場  所 金沢ニューグランドホテル 蔵 

参加者 伊藤メン・メネット、数澤メン・ 

メネット、幸正、山内 

議案１ 12月例会について  

    説教者：金沢教会 井ノ川 勝牧師   

    讃美のとき 司会 数澤輝夫 

    プログラム作成 山内ミハル 

    ローソク準備 幸正一誠、数澤淑子 

ゲーム担当 山内ミハル・メネット会 

    賞品準備  メネット会 

    ＣＤ準備  数澤輝夫 

    招待者：井ノ川牧師夫妻、北村まやさん、 

        角海郁子氏、堀初弘氏 

 

 

 

～～～～～～～お 知 ら せ～～～～～～～～ 

★第 3回東西日本区交流会 

 日時：2023年 2月 4日（土）～5日（日） 

 場所：ANAクラウンプラザホテル神戸 

    神戸ＹＭＣＡ 三宮会館 

 参加予定：数澤メン・メネット、山内 

 

★ICTプログラミング講習会 

  日時 ： 12月 17日（土） 13：00～14：30 

 場祖 ： 長土塀青少年交流センター 

  講師 ： 日本 YMCA同盟から派遣 

  対象 ： 小学生から成人まで 

   参加申し込みは朝倉ＹＭＣＡ理事長まで 

 

 

 

 

  

《Happy Birthday》 

 

巻 頭 言   吉川與志子さん 

司 会   皆森禮子さん 

聖 句   皆森禮子さん 

ニコニコ   西 信之君  

 

      
 いざ立て 

 
いざ立て  心あつくし 

手を挙げ 誓いあらたに 

われらの モットー守る 

ふさわし その名ワイズメン 

絶えせず めあて望み 

この身を 捧げ尽くさん 

 

ＹＭＣＡの歌 

 

若人のあつきいのりは 

百年の歴史をつづる 

とこしえののぞみにもえて 

さかえありＹＭＣＡ 

われらまたこぞりて起たん 

 


